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発達支援センター運営事業 1,649万円

　発達支援センターは、十日町小学校・

ふれあいの丘支援学校に併設する全国的

にも先進的な施設として誕生しました。

発達支援センターでは「発達相談」「訓

練」「家庭支援」「研修」を柱に据え、分

散していた相談窓口や教室を一本化しま

す。子育てに関する相談や、子どもの発

育・発達の悩みに対して共に考え、子ど

もたちの健やかな成長を支援します。

春日　弘之さん

発達支援センター長

高齢者福祉施設の整備・改修 3億5,461万円 子ども医療費助成事業 6,177万円

　「特別養護老人ホーム七川荘（中里地域）」を

増床し、デイサービス

センターを整備しま

す。また、高齢者の複

合施設「松寿荘（松之

山地域）」を改築しま

す。

　子どもの医療費の助

成対象年齢を通院・入

院ともに、これまでの

「中学生」から「18歳

に達する年度の３月末

まで」に拡大します。

●放課後児童クラブ整備事業：2,369万円

●私立幼稚園就園奨励費補助事業：1,456万円

　（保護者への入園料・授業料補助）

●結婚促進事業：412万円

●要援護世帯除排雪援助事業：3,775万円

●障がい者就労支援事業：325万円

●地域精神保健促進事業：149万円

　（自殺予防と地域の精神保健福祉の充実）

●小学校施設整備事業：12億838万円

　（下条小・松代小耐震改築工事ほか）

●中学校施設整備事業：1億6,616万円

　（下条中大規模改修工事ほか）

●小中一貫教育推進事業：2,116万円

●学力向上対策事業：374万円

●特別支援教育推進事業：569万円

●情報館一般経費：6,643万円

　（休館日は月１回、開館時間を午後７時まで延長）

　発達の遅れやことばの遅れなど、お子さんの発達や
成長について気になることの相談に応じています。ま
た、子どもへの接し方や療育、就園・就学に向けて不
安に思ったり困ったりしていることなど、子育てに関
して気軽にご相談ください。

まちづくりの実現のために

の重点方針つ４

選ばれて住み継がれる十日町市の実現に向けて
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　昨年開催した大地の芸術祭は盛大のうちに幕を閉じ
ました。この人の流れを通年化させ、まちを元気にし
ます。今年はその一つとして、冬に花火を使った現代
アートのショーを開催します。冬の越後妻有でしか味
わえない魅力を感じてもらえたらと思います。

大地の芸術祭の里通年誘客プロジェクト事業 2,119万円
越後妻有・雪アート花火事業 1,100万円

　「大地の芸術祭の里」としての

ブランド価値をさらに高め、市民

が誇りに感じ、来訪者が魅力を感

じるまちづくりを進めます。地域

の歴史・文化・自然・営み・アー

ト作品群の全てを資源として活用

し「市内全域が里山現代美術館」

という位置づけで活性化を図り

ます。

齋喜　直さん

観光交流課芸術祭企画係長

●第６回大地の芸術祭運営事業：4,020万円

●キナーレ誘客促進事業：1,640万円

●ピクニックコンサート助成事業：541万円

●フレンドシップ誘客促進事業：350万円

●奥信越ロマンレールプロジェクト：113万円

●中心市街地活性化基金活用事業：300万円

●冬期アグリビジネスチャレンジ事業：1,000万円

●中山間地域直接支払制度：4億9,500万円

●十日町農業振興事務支援センター設立：240万円

新規就農総合支援事業 1,050万円

複合営農促進事業 1,345万円

新規就農者支援事業 1,092万円

　農業の担い手を確保し定着を図るため、所得

確保のための給付金や農機具などの整備補助、

家賃補助などの支援を行います。市独自の給付

金も用意しています。

　園芸作物の導入によ

る複合営農を推進し、

担い手である認定農業

者や生産組織の経営安

定化を図るため、種苗

費や機械の購入費用な

どを助成します。

中心市街地拠点施設整備 6,705万円

藤巻　裕さん

中心市街地活性化推進室長補佐

企業設置奨励事業 ３億200万円 スポーツコミッション設立事業 641万円 など

　工場や設備の新増設と雇用の増加を行う事業

所に対し、固定資産税の免除など支援すること

で、市民の働く場の拡大

を後押しします。この制

度を利用し、21年度以

降で110人の雇用が生ま

れました。

　25年度設立予定のスポーツ組織の運営経費

を補助し、スポーツを生かした地域の活性化を

目指します。ほかに、

クロアチアピッチでな

でしこリーグが開催さ

れるなど、施設の利用

促進に取り組みます。

●中心市街地活性化基金活用事業：300万円

●ものづくり力支援事業：220万円

●十日町織物販路開拓支援事業：661万円

●十日町シティプロモーション事業1,222万円

　 （６次産業振興事業含む）

●住宅リフォーム対策事業：2,000万円

●市民文化ホール建設事業：3,700万円

●国宝出土地・笹山遺跡の学術調査事業：3,100万円

●節黒城跡再建事業：3,087万円

●松之山地域体育施設（プール）改修事業：1億979万円

●中里体育館建設事業：7億1,190万円

●十日町地域スポーツ振興事業：1,828万円
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「大地の芸術祭の里」魅力発信

　これまでの中山間地対策と並行して中心市街地活性化に取り組みます。十日町市中心市街地活性

化の基本理念である“「新たなにぎわい」に満ちた「魅力あるまち」の創造”を進めるために今年

度より具体的な事業に着手していきます。

◆旧田倉跡地活用事業（サービス付き高齢者住宅、ファミリー向け都市型住宅、老人ディサービス

施設・子育て支援施設の整備など）の民間事業者への実施設計の補助

◆旧娯楽会館跡地活用事業（コンビニ、交流広場、飲食テナントなど）の民間事業者への実施設計

の補助

◆市民活動センター・まちなか公民館整

備のためのワークショップの開催

◆コミュニティガーデン整備

　中心市街地活性化の重要な三本柱である「雪国でも快適で
安心して暮らし続けられるまち」「歩いて楽しいまち」「いき
いきとまちづくり活動ができるまち」の実現には、市民・関
係団体・行政が一緒になった取り組みが必要です。孫子の代
に胸を張って受け継がれる“まち”をともにつくりましょう。

ファミリー向け都市型住宅

サービス付き高齢者住宅

サービス付き高齢者住宅

子育て支援施設老人ディサービス施設

駐車場

旧田倉跡地に建設が予定されている施設のイメージ図

4F

3F

2F

1F

B1F

新

新

新

新

新
新

建設が進む中里体育館イメージ図

新規就農を支援して農業を守りま
す

スポーツを通じた元気づくり企業支援による雇用促進
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市道除排雪のための経費 10億3,008万円

　平成25年度の冬期より、市道除雪に

ついては、住民に金銭的な負担は求めな

いこととしています。昨年度までに「市

道除雪における住民負担検討委員会」で

の協議や「今後の市道除雪の実施方法

（案）」への意見募集を行いましたが、本

年度は各地区での説明会の開催を行い、

市民の皆さんの意見を反映させた新たな

除雪体制を築いていきます。

水落　貴洋さん

建設課維持係技師

地域中核病院周辺整備事業 600万円 休日救急診療所 1,367万円

　新十日町病院建設

工事に伴う外来患者

等のアクセスや工事

期間中の駐車場確保

について調査検討を

実施します。

●克雪すまいづくり支援事業：5,473万円

●消雪パイプ関連事業：2億5,213万円

●流雪溝整備事業：1,690万円

●高齢化集落支援（地域おこし協力隊設置）事業： 7,032万円

●移住促進基盤整備事業：387万円

●交通空白地解消事業：591万円

●道路整備事業：10億4,217万円

●地籍調査事業：8,444万円

●ごみ処理施設改修事業：9億円

●地方公共団体技術導入率先補助事業：9,100万円

●ペレットプラント実証試験事業：1,080万円

●住宅用太陽光発電システム設置補助事業：1,600万円

●森林資源利活用事業：1,227万円

●防災・災害対策・応急措置事業：1,191万円

●新情報収集伝達システム整備事業：1,512万円

●原子力安全対策事業：470万円

●広域事務組合負担金：11億4,726万円

　休日救急診療センターを国保川西診療所に試

行的に開設し、市民が

分かりやすい休日救急

診療と十日町病院の負

担を軽減する体制を目

指します。

地域自治を推進する支援 6,742万円

コンビニ納付メニューの拡大 377万円 市役所本庁舎などの改修工事 2億2,100万円

●事務支援員：5,479万円

●人件費の抑制：△1億8,944万円

●市債の繰上償還：2億1,710万円

●土地開発公社貸付金：6億3,400万円

●三セク経営診断：97万円

●協働のまちづくり事業：323万円

●自治基本条例検討事業：68万円

　すでに市税及び上下水道料金をコンビニエン

スストアで支払うことができますが、平成26

年１月（予定）から保育料

など福祉や教育分野まで拡

大して支払いすることがで

きるようになります。この

ことにより利用者の利便性

向上を図ります。

　市役所及び保健センターを改修。特に保健セ

ンターは、住民健診や

乳幼児健診などで利

用しますが、エレベー

ターを設置するなど使

いやすい施設に改修し

ます。

　冬期間の安全安心な道路確保には、機械除雪の他に
消雪パイプ及び流雪溝の施設整備があります。市では
国の経済対策補正予算を活用しながら、この消雪パイ
プ及び流雪溝などの融消雪施設について、今年度も積
極的に整備・修繕を進めていきます。

こちらも注目
こちらも注目

安
全
・
安
心

実
現

な 

ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の

平成25年度 主な事業 平成25年度 主な事業

新

新

新

　昨年度、地域が身近な課題に対して、

自主的・自立的に取り組めるよう、市

内に13の地域自治組織が設立されま

した。市では各自治組織が活性化に向

けた独自の取組みができるよう、地域

自治推進事業交付金を創設し、交付し

ています。 

　この交付金は、地域住民の健康維持、

防犯・防災、環境保全、教育、文化な

ど幅広い分野で活用されました。 

　平成25年度も引き続き、この交付

金をとおして、地域社会を支える地域

自治組織の活動を支援していきます。

　十日町南地域自治振興会が取り組んだ「安全
で安心して暮らせる地域づくり事業」の一つ。
川治小学校児童及び南中学校生徒を対象に防犯
安全標語を作成。子どもたちが地域に関わる
きっかけとなりました。

※完成イメージ図

新 新
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平成25年度予算

総額 536億3,530万円

一般会計 352億5,300万円

　（前年度対比17億9,500万円、5.4％の増）

特別会計 183億8,230万円

　（前年度対比６億4,960万円、3.7％の増）

（前年度対比24億4,460万円、4.8％の増）

特別会計区分 平成25年度予算額 前年度対比

国 民 健 康 保 険 65億3,700万円 4.3％

国 保 診 療 所 3億1,790万円  1.0％

後期高齢者医療 5億3,610万円 0.5％

介 護 保 険 64億1,840万円 3.4％

簡 易 水 道 事 業 13億2,550万円 10.6％

下 水 道 事 業 32億1,530万円  0.3％

松之山温泉配湯事業 3,210万円 181.6％

地方債残高と基金残高の推移借入金と貯金はどうなっているの？

地方債残高 基金残高

市民1人に使われる市のお金はどうなっているの？

　地方債とは、市町村が国や銀行などの金融機関か

ら長期に借りるお金です。

　本年度は一般会計と特別会計合わせて62億1,680

万円を借り入れ、60億4,088万円を返済する見込み

です。このうち26億円程度が交付税として国から

もらえます。25年度末残高は760億92万円の見込

みです。

　市の貯金に当たる積立基金の残高は、一般会計と

特別会計合わせて本年度末98億4,168万円の見込み

です。一般会計では財政調整基金や減債基金のほか、

地域振興基金など24の目的別基金があるほか、４

つの特別会計基金があります。

民生費

137,956円 

農林水産業費

26,256円

土木費

82,194円 

災害復旧費

4,682円

総務費

64,983円 

労働費

957円

公債費

83,942円 

消防費

20,543円

教育費

78,237円 

議会費

3,997円

衛生費

48,659円 

予備費

852円

商工費

47,212円 

地方交付税 
129.8億円
 〈36.8%〉

市債
51.7億円
〈14.7%〉

市税
59.8億円
〈17.0%〉

　依

存

財
源

　
自

主

財

源

　

　

29.8
％

70.2％

歳入その他
1.6億円〈0.4%〉

※市民１人当たりでは、約60万円です

総額　352億5,300万円

国庫支出金
31.7億円〈9.0%〉

県支出金
23.4億円〈6.6%〉

地方譲与税
3.8億円〈1.1%〉

地方消費税交付金
5.5億円〈1.6%〉

使用料その他
11.4億円〈3.2%〉繰入金

11.7億円〈3.3%〉

諸収入
22.2億円〈6.3%〉

歳入

民生費
81.0億円〈23.0%〉

公債費
49.3億円
〈14.0%〉

土木費
48.3億円
〈13.7%〉

総務費
38.2億円
〈10.8%〉

教育費
45.9億円
〈13.0%〉

衛生費
28.6億円
〈8.1%〉

消防費
12.1億円〈3.4%〉 議会費その他

6.1億円〈1.7%〉

歳出
（目的別）

農林水産業費
15.4億円〈4.4%〉

商工費
27.7億円〈7.9%〉

歳出

※市民１人当たりでは、約60万円です

総額　352億5,300万円

固定資産税
30.5億円
〈51.1%〉

市民税
20.0億円
〈33.5%〉

市税

［市税の内訳］

※市民１人当たりでは、約10万円です

市税総額　59億7,790万円

入湯税 0.5億円
〈0.8%〉

都市計画税 1.2億円
〈2.0%〉

軽自動車税
1.5億円〈2.5%〉

市たばこ税
6.0億円〈10.1%〉

平
成
25
年
度
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（H25.2.28現在）

平成25年度 予算 平成25年度 予算

地方債残高

基 金 残 高

︿
　
　
﹀

：

構
成
比
率

600,470円（一般会計分） 人口58,709人
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平成25年度十日町市の組織・機構をお知らせします
●問合せ：総務課人事係☎757-9787

十日町市の組織・機構

　市では、障がいのある子どもた

ちと健常な子どもたちの共生を図

るため十日町小学校にふれあいの

丘支援学校と発達支援センターを

併設しました。また、係の統廃合

を行い、組織のスリム化を推進し

ます。

組
織
の
変
更
点

■市民福祉部・発達支援センターを新設
　　　　　　・つくし園及び橘保育園を閉園
■産業観光部・農林課農災復旧班を林政農災係に統合
　　　　　　・農業振興事務支援センターを十日町農業　
　　　　　　　協同組合と共同設置
■建　設　部・都市計画課区画整理係を都市計画係に統合
　　　　　　・上下水道局お客様係を事務係に統合
　　　　　　・上下水道局下水道建設係及び下水道維持係
　　　　　　　を下水道係として再編
■教育委員会・ふれあいの丘支援学校を新設
　　　　　　・浦田小学校を松之山小学校に統合

このコーナーでは、市の魅力発見や、
皆さんの生活に直結する情報などを
お知らせします ick ニュースpP U

ピッ
ク

アッ
プ

■子育て支援課〔課長：渡辺盛一〕

　子育て支援係（☎757-3719）、保育園係（☎

757-9169）、各市立保育園

■発達支援センター〔センター長：春日弘之〕

　（☎752-7270）

■健康支援課〔課長：越村範子〕

　母子保健係（☎757-9759）、成人保健係（☎

757-9764）

■国民健康保険診療所

◇川西診療所〔所長：遠藤信也〕（☎768-2034）

◇倉俣診療所〔所長：大石 晋〕（☎763-2147）

◇中里歯科診療所〔所長：上原重親〕（☎763-

2488）

◇室野診療所〔所長：大石 晋〕（☎598-2101）

◇松之山診療所〔所長：登坂尚志〈嘱託〉〕（☎

596-2240）

■地域中核病院建設推進室〔室長：長谷川義明〕

　建設推進係（☎757-3187）

■環境衛生課〔課長：村山一男〕

　環境企画係・衛生業務係（☎752-3924））選挙管理委員会　事務局 〔局長：村山一栄〕

　（☎757-3191)

監査委員　事務局〔局長：村山一栄〕

　（☎757-3692）

農業委員会　事務局〔局長：中嶋 睦〕

　庶務係・農地係（中里庁舎内☎763-2515）、十

日町事務所（本庁舎内☎757-3286）、川西事

務所（川西庁舎内☎768-4951）、松代事務所（松

代庁舎内☎597-2222）、松之山事務所（松之

山庁舎内☎596-3132）

固定資産評価審査委員会（監査委員事務局兼務）

会計課〔会計管理者：齋木和子〕 

出納係（☎757-3708）

川西支所〔支所長：登坂 隆〕

■地域振興課〔課長：登坂 隆〕

　地域振興係・農林建設係（☎768-4951） 

■市民課〔課長：星名和幸〕 

　市民係（☎768-4956)

中里支所〔支所長：村山 博〕

■地域振興課〔課長：村山 博〕

　地域振興係（☎763-2511) 、農林建設係（☎

763-2510)

■市民課〔課長：広田政夫〕 

　市民係（☎763-2513・☎763-3121※健康・

子育て関係）

松代支所〔支所長：柳 利彦〕

■地域振興課〔課長：柳 利彦〕

　地域振興係（☎597-2220)

■市民課〔課長：本山 優〕 

　市民係（☎597-2221)

■農林建設課〔課長：佐藤三雄〕 

　農業振興係・建設克雪係・上下水道係（☎

597-2222）

松之山支所〔支所長：本山敏雄〕

■地域振興課〔課長：本山敏雄〕 

　地域振興係（☎596-3131 ・☎596-3134※商

工観光関係）、農林建設係（☎596-3132)

■市民課〔課長：中島健男〕

　市民係（☎596-2169・☎596-3152※戸籍・

住基・税務関係）

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です
市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください
本庁及び本町分庁舎内の各課へは代表者番号☎757-3111からも取り次ぎできます

市長：関口芳史　副市長：村山 潤

　庶務係・議事係（☎757-3119）

■企画政策課〔課長：押木 仁〕

　秘書広報係（☎757-3111・☎757-3112※広

報関係）、企画政策係（☎757-3193）、協働推

進係（☎757-3693）

■総務課〔課長：中村 亨〕

　人事係・市役所改革推進係（☎757-9787）、情

報システム係（☎757-3196）、行政管理係（☎

757-9913）

■財政課〔課長：柳 久〕

　 財 政 係（ ☎757-3114）、 管 財 係（ ☎757-

9914）、契約検査係（☎757-3114）

■防災安全課〔課長：渡辺健一〕

　防災安全係・交通防犯係（☎757-3197）

■税務課〔課長：重野健一〕

　 管 理 収 納 係（ ☎757-3113）、 市 民 税 係（ ☎

757-3716）、土地資産税係・家屋資産税係（☎

757-3728）

部長：高橋勝芳総　務　部

事務局長：宮 正朗議　　会

■教育総務課〔課長：高橋義孝〕

　庶務係・教育施設係（川西庁舎内☎757-3118）

■学校教育課〔課長：林 克宏〕 

　学事係（川西庁舎内☎757-9957）、小中一貫

教育推進係（川西庁舎内☎757-3336）

■教育センター（川西庁舎内☎756-5011）

■理科教育センター（☎752-4632）

■学校給食センター

■各小学校・各中学校・特別支援学校

■生涯学習課〔課長：南雲和幸〕

　社会教育係・文化振興係（☎757-8918）

■視聴覚ライブラリー（☎750-5101）

■文化財課〔課長：佐野芳隆〕

　埋蔵文化財係・文化財保護係（☎756-5015）

■スポーツ振興課〔課長：保坂正行〕 

　庶務係・スポーツ振興係（☎756-5013）

■中央公民館〔館長：南雲和幸〕

　中央公民館業務係（☎757-5011）、中条公民館

（☎752-2748）、川治公民館（☎752-2223）、

飛渡公民館（☎759-2032）、吉田公民館（☎

752-2874）、下条公民館（☎755-2004）、水

沢 公 民 館（ ☎758-3101）、 川 西 公 民 館（ ☎

768-2308）、中里公民館（☎763-2493）、松

代公民館（☎597-2301）、松之山公民館（☎

596-2265）

■博物館〔館長：佐野芳隆〕（☎757-5531）

■森の学校キョロロ〔館長：村山 暁〈嘱託〉〕

　業務係（☎595-8311）

　　　　　教育長　蔵品泰治教育委員会

教育次長：池田則夫教育委員会事務局■建設課〔課長：池田克也〕

　 監 理 係（ ☎757-3117） 土 木 係（ ☎756-

5012）、維持係（☎757-9932）、用地係（☎

757-9946）、信濃川・清津川対策係（☎757-

3198）

■都市計画課〔課長：桾澤伸司〕

　都市計画係（☎757-9937・☎757-3150※区

画整理関係）、建築住宅係（☎757-9935）、地

籍調査係（☎757-3342）

■上下水道局〔局長：森 治〕

　事務係（☎757-6531）、水道建設係（☎757-

3137）、水道維持係（☎757-3138）、下水道係（☎

757-3141）

部長：貴田幸吉　技監：東 佑亮建　設　部

■福祉課〔課長：水落久夫〕

　高齢福祉係（☎757-9758）、障がい福祉係（☎

757-3782）、援護係（☎757-9739）、介護保

険係（☎757-3757）、おとしより相談係（☎

757-9758）

■市民生活課〔課長：蔵品茂昭〕

　市民年金係（☎757-3116・☎757-3748※年

金関係）、国保係（☎757-3735）

部長：高橋德一市民福祉部

部長：
大津善彦

　　　山岸 航（中心市街地活性化担当）産業観光部

■産業政策課〔課長：江口 登〕

　産業企画係・商工振興係・営業戦略係（☎757-

3139）※消費生活相談関係（☎757-3740）

■農林課〔課長：齋木 修〕

　農業企画係（☎757-3120）、農業振興係（JA

内農業振興事務支援センター☎761-7144）、

農地整備係（☎757-9926）、林政農災係（☎

757-9917）

■観光交流課〔課長：渡辺正範〕

　観光企画係（☎757-3100）、芸術祭企画係（☎

757-2637）

■中心市街地活性化推進室〔室長：富井 敏〕

　中心市街地活性化推進係（☎757-3691）
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投
票
資
格

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票

　
投
票
資
格
は
次
の
全
て
を
満
た

す
人
に
な
り
ま
す
。

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

②
４
月
21
日
現
在
で
満
20
歳
（
平

成
５
年
４
月
22
日
生
ま
れ
）
以

上
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

③
平
成
25
年
１
月
13
日
以
前
か
ら

十
日
町
市
で
住
民
票
が
作
成
さ

れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
人
　

※
た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
市
外

に
転
出
し
た
人
及
び
公
職
選
挙

法
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん

　
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

終
了
時
間
と
投
票
所
を
よ
く
確
認

し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
字
が
書
け
な
い
人
は
、
申
し
出

て
も
ら
え
ば
投
票
管
理
者
の
指
定

し
た
係
員
か
ら
書
い
て
も
ら
い
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
日
当
日
の
市
長
選
挙
の
投

票
は
、
記
載
台
に
用
意
し
て
あ

る
ス
タ
ン
プ
で
○
印
を
押
印
す

る
方
法
で
す
。
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
は
、
候
補
者
の

氏
名
を
記
入
す
る
方
法
で
す

　
任
期
満
了
に
伴
う
十
日
町
市
長
選
挙
及
び
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
は
、
４
月
14
日
㈰
に
告
示
さ
れ
、
４
月
21
日
㈰
が
投
票
日
と
な
り

ま
す
�
十
日
町
市
の
将
来
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
�
棄
権
す
る
こ

と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
�

入
場
券

　
入
場
券
は
、
は
が
き
で
郵
送
さ

れ
ま
す
。
は
が
き
下
部
の
両
側
の

隅
を
は
が
す
と
、
三
つ
折
り
に

な
っ
た
入
場
券
に
な
り
ま
す
。
ミ

シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ

投
票
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
な
い
場
合
は
、
投
票

所
で
再
発
行
し
ま
す

郵
便
な
ど
の
投
票
の
代
理
記
載

制
度

郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不

在
者
投
票

市
議
会
議
員
の
定
数

開
票

　
郵
便
等
投
票
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
る
人
の
う
ち
、
上
肢
ま

た
は
視
覚
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

　
市
議
会
議
員
の
定
数
は
今
ま
で

30
人
で
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
か

ら
26
人
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

：

４
月
21
日
㈰
午
後
８
時

～
■
場
所

：

市
総
合
体
育
館

※
市
長
選
・
市
議
選
の
開
票
状
況

と
開
票
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
開
票
所
で
公
表
し
ま

す

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
郵

便
投
票
等
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
い

ず
れ
か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ

て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機

能
の
障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２

級
・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
ま
た
は
小
腸
の

障
が
い
の
１
級
か
ら
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級

か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

投票日は４月21日㈰　市の将来を決める選挙に投票しましょう
●問合せ：十日町市選挙管理委員会☎757-3191

十日町市長選挙・十日町市議会議員一般選挙

期日前投票所 受付期間 受付時間

十日町保健センター（市役所隣）１階選挙事

務室

４月15日㈪　　

　　～４月20日㈯

午前８時30分～午後８時

川西庁舎１階　地域活動室

午前８時30分～午後７時
中里庁舎３階　中会議室

松代庁舎４階　多目的室

松之山庁舎１階

　午後８時からの開票開始に伴い、全ての投票所で

閉鎖時刻を繰り上げています。入場券に記載された

投票時間を確認して、早めの投票をお願いします。

か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い

る
人

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

・
内
臓
機
能
の
障
が
い
の
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区

分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

※
郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
請
求
期
限
は
、
投
票

日
の
４
日
前
の
４
月
17
日
㈬
ま

で
で
す

このコーナーでは、市の魅力発見や、
皆さんの生活に直結する情報などを
お知らせします ick ニュースpP U

ピッ
ク

アッ
プ

る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
人
も
投
票
は

で
き
ま
す
が
、
届
い
て
い
た
ら
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

■
期
日
前
投
票

　
そ
の
場
で
宣
誓
書
を
提
出
し
、
直
接
投
票
箱
に

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
は

上
記
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。
都
合
の
良
い
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
や
、
学
生
・
仕
事
な
ど
で
十
日
町
市

を
離
れ
て
い
る
人
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
対
象
者
の
人
は
、
投
票
用
紙
を
専
用
封
筒
に
封

入
し
て
署
名
す
る
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
病
院
・
施
設
の
担
当
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
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このコーナーでは、市の魅力発見や、
皆さんの生活に直結する情報などを
お知らせします ick ニュースpP U

ピッ
ク

アッ
プ

とおかまちを自慢しちゃおう！魅力を伝えよう！
●問合せ：観光交流課観光企画係☎757-3100

十日町市観光絵はがき完成

「お元気ですか？また遊びに

きてください」と書いて…

切手を貼って
ポストへ投函！

本庁舎、本町分庁舎、各

支所で希望すれば、市民

なら無料でもらえます

（４月16日～）

一人あたり10枚まで

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
絵
は
が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
大
地
の
芸
術
祭
や
棚
田
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
十
日
町
市
が
世
界
に
誇
れ

る
魅
力
を
23
種
類
の
絵
は
が
き
に
し
ま
し
た
。「
十
日
町
に
行
っ
て
み
た

い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
る
よ
う
な
絵
は
が
き
ば
か
り
で
す
。
希
望
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
友
達
や
親
戚
へ
の
近
況
報

告
の
お
知
ら
せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絵はがきの写真を募集します

　この絵はがきは、これからも増やしていく予定です。絵はがき

で利用した写真は十日町市観光写真コンテスト（主催：市観光

協会）の入賞作品など、皆さんから提供してもらったものもあり

ます。市内の魅力あふれるすてきな写真を撮影したら、ぜひメー

ルにてお寄せください。※趣旨に沿わない場合は、公開など活

用しないことがあります

【観光交流課代表メール】t-kanko@city.tokamachi.lg.jp

●下記の情報をメールに添えてください 

　撮影場所・日時、氏名、連絡先（住所・電話番号）、その他（例：撮影者名記載必須など） 

●応募写真の版権（著作権）・所有権・使用権は十日町市に帰属し、応募した人はその旨に同意したもの

としますのでご了解ください。 

すてきな写真を

お待ちしています

全種類の絵はがきのサンプルを、
本庁舎・本町分庁舎・各支所に用
意しています。

地域を元気にしたい皆さんの応募をお待ちしています
●問合せ：観光交流課芸術祭企画係☎757-2637

第６回大地の芸術祭　参加集落・地域募集

雪解け後にアート作品公開。新緑の里山を巡ろう

大地の芸術祭の里　アート作品公開

●問合せ：「大地の芸術祭の里」総合案内所☎761-7767　観光交流課芸術祭企画係☎757-2637

　
大
地
の
芸
術
祭
ア
ー
ト
作
品
約
２
０
０
点
を
４
月
下
旬
か
ら
公
開
し

ま
す
。
春
の
里
山
に
包
ま
れ
た
作
品
は
、
夏
と
は
違
っ
た
景
色
を
生
み

出
し
ま
す
。
昨
年
夏
に
見
逃
し
た
作
品
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て

の
作
品
を
鑑
賞
し
た
人
も
ぜ
ひ
作
品
巡
り
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
間

：

雪
解
け
後
か
ら
順
次
公

開
～
11
月
４
日
㈷

※
時
期
は
作
品
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
作
品
お
よ
び
一

部
作
品
は
通
年
公
開
し
て
い
ま

す

■
期
間

：

4
月
27
日
㈯
～
11
月
4

日
㈷

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

■
開
館
作
品

：

脱
皮
す
る
家
・
最

後
の
教
室
・
う
ぶ
す
な
の
家
・

夢
の
家
・
収
穫
の
家

■
開
館
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後

４
時

■
入
館
料

：

大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
（
小
中
学
生
）
２
５
０
円

※
個
々
の
作
品
の
開
館
状
況

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.e
c
h
ig

o
-

tsu
m

a
ri.jp

/

）
で
確
認
ま
た

は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

下条地区では、小学生も巻き込んだ作品制作が展開され、
子どもたちが地域づくりに関わる場となりました

　
２
０
１
５
年
開
催
予
定
の
「
第

６
回
大
地
の
芸
術
祭
」
に
参
加
を

希
望
す
る
集
落
や
地
域
を
募
集
し

ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
住
民
が
協
働
作
業
を
し
な

が
ら
地
域
の
魅
力
を
発
掘
・
発
信

す
る
取
組
み
で
す
。
ア
ー
ト
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
そ
こ
に
関
わ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
こ
へ
び
隊
、

訪
れ
る
観
光
客
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

地
域
を
元
気
に
し
た
い
、
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
と
い
う
地
域
や
町
内

会
、
集
落
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
各
地
区
嘱
託
員
・
地
区
振
興

会
・
関
係
団
体
へ
送
付
し
て
い
る

意
向
調
査
票
に
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

【
応
募
締
切
】

　
４
月
30
日
㈫

【
選
定
方
法
】

　
募
集
締
切
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
選
定
し
ま
す
。

※
作
品
の
性
質
や
作
家
な
ど
の
条

件
に
よ
り
、
必
ず
選
定
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん

空
家
・
廃
校
作
品

屋
外
作
品

Photo by Osamu Nakamura

Photo by H.Kuratani

Photo by Osamu Nakamura
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春を迎えた水沢中学校

■撮影時期：昭和40年ころ

■撮影場所：土市

　この当時の水沢中学校には馬場・

水沢・野中小学校やその分校の児童

が入学し、 １学年の生徒数は200人以

上におよび、 寄宿舎もありました。夏

の学校行事では登山・海水浴などの

合宿も行われました。写真の桜並木の

桜はもうすぐ満開を迎えます。

　　　　（写真提供：旧山内写真館）

■問合せ：博物館　☎757-5531

連載コーナー Serialization corner

No.49

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

〔　　　　　  〕今号からは市内全地域に拡大
して紹介していきます

　
運
動
は
、
栄
養
・
休
養
と
と
も
に
健

康
づ
く
り
の
３
大
要
素
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
家
事
や
仕
事
の
自
動

化
や
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
、
日

常
生
活
に
お
い
て
体
を
動
か
す
機
会
は

減
少
し
、
運
動
不
足
の
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
運
動
習
慣
の
あ
る
人
は
、
死
亡

率
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
罹
患
率
が
低

い
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
生
活
の
質

の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　「
歩
く
こ
と
」
は
、
手
軽
に
取
り
組

め
る
運
動
で
す
。
病
気
の
予
防
の
た
め

に
は
「
1
日
1
万
歩
」
歩
く
こ
と
が
理

想
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
歩
く
こ
と
を
意
識
し
、

ま
ず
は
、「
今
よ
り
も
一
日
１
、
０
０

０
歩
多
く
歩
く
」
を
目
標
に
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

※
１
、
０
０
０
歩
は
約
10
分
間
の
歩
行

　
で
す

１
、０
０
０
歩
多
く
歩
く
コ
ツ

●
歩
数
計
で
毎
日
の
歩
数
を
意
識
す
る

●
朝
晩
５
分
ず
つ
歩
く

●
近
く
の
買
い
物
は
歩
い
て
い
く

●
昼
休
み
な
ど
時
間
を
見
つ
け
て
散
歩

を
す
る

●
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
　
な
ど

　
市
で
は
、
ウ
�
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
催
日
時

は
市
報
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
今
よ
り
も
１
、０
０
０
歩
多
く

歩
く
」
こ
と
を
目
標
に

（歩）

男性 女性

国 7,233 6,437

新潟県 6,721 6,151

～１日当たりの平均歩数～

厚生労働省・新潟県調べ

新潟県は国に比べ少ない状況で、
年々減少傾向にあります。

このコーナーでは、市の魅力発見や、
皆さんの生活に直結する情報などを
お知らせします ick ニュースpP U

ピッ
ク

アッ
プ

【
自
治
功
労
】

飯
塚
　
茂
夫
（
南
雲
・
62
歳
）

小
嶋
　
武
夫
（
新
町
新
田
・
64
歳
）

羽
鳥
　
輝
子
（
木
落
・
62
歳
）

阿
部
三
代
繼
（
東
枯
木
又
・
79
歳
）

佐
藤
三
代
治
（
当
間
・
71
歳
）

南
雲
　
秀
夫
（
本
屋
敷
・
62
歳
）

中
村
伊
勢
男
（
坪
山
・
73
歳
）

南
雲
　
敏
夫
（
中
村
・
75
歳
）

齋
藤
　
元
吉
（
田
野
倉
・
70
歳
）

佐
藤
　
眞
士
（
天
水
越
・
65
歳
）

【
教
育
文
化
功
労
】

髙
橋
　
嵩
一
（
松
代
・
71
歳
）

関
口
　
美
枝
（
昭
和
町
１
・
66
歳
）

庭
野
　
雅
弘
（
田
中
町
本
通
り
・
79
歳
）

小
林
　
順
二
（
本
町
７

｜

１
・
72
歳
）

【
体
育
功
労
】

山
川
　
準
一
（
本
町
７

｜

２
・
65
歳
）

大
関
　
和
夫
（
稲
荷
町
3
本
通
り
・
75
歳
）

大
久
保
善
雄
（
新
座
１
・
73
歳
）

角
山
　
俊
文
（
上
新
田
３
・
74
歳
）

【
産
業
振
興
功
労
】

大
島
　
孳
　
（
西
寺
町
・
69
歳
）

柳
　
　
光
政
（
高
田
町
１
・
68
歳
）

髙
橋
　
主
計
（
天
水
島
・
60
歳
）

津
端
　
良
一
（
松
之
山
・
77
歳
）

相
澤
　
信
夫
（
松
之
山
・
65
歳
）

小
山
　
清
　
（
新
山
・
62
歳
）

鈴
木
　
勇
司
（
下
鰕
池
・
78
歳
）

【
福
祉
功
労
】

奥
山
　
寛
千
（
伊
友
・
64
歳
）

桑
原
　
光
江
（
錦
町
１
・
79
歳
）

朝
日
　
芳
夫
（
高
島
１
・
71
歳
）

滋
野
　
豊
子
（
野
口
・
73
歳
）

齋
藤
　
充
代
（
太
平
・
68
歳
）

村
山
　
峰
子
（
新
宮
２
・
70
歳
）

大
渕
　
悦
郎
（
下
条
栄
町
・
76
歳
）

福
島
　
敬
藏
（
水
沢
３
・
77
歳
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

富
井
　
政
光
（
上
野
・
75
歳
）

【
交
通
安
全
功
労
】

若
山
　
俊
雄
（
上
野
・
64
歳
）

品
田
　
靖
　
（
松
代
・
54
歳
）

髙
橋
　
敏
行
（
坪
山
・
65
歳
）

樋
熊
　
和
男
（
廿
日
城
・
65
歳
）

村
山
　
和
宏
（
川
治
下
町
２
・
51
歳
）

生
越
　
俊
男
（
原
・
69
歳
）

本
山
　
豊
　
（
藤
原
・
70
歳
）

【
防
災
功
労
】

桾
沢
　
英
和
（
中
条
新
田
・
55
歳
）

関
口
　
悦
夫
（
宮
下
町
東
・
55
歳
）

庭
野
　
久
男
（
赤
倉
・
59
歳
）

尾
身
　
整
　
（
鉢
２
・
55
歳
）

佐
藤
　
茂
巳
（
当
間
・
56
歳
）

山
岸
　
一
大
（
片
桐
山
・
52
歳
）

村
山
　
敦
尚
（
上
川
手
・
53
歳
）

中
條
　
裕
基
（
岩
瀬
・
55
歳
）

【
寄
附
功
労
】

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
�
ン

（
岡
山
県
）

北
野
　
晟
　
（
東
京
都
・
66
歳
）

丸
山
　
秀
二
（
稲
葉
・
71
歳
）

【
特
別
功
労
】

浜
口
　
京
子
（
東
京
都
・
35
歳
）

小
原
日
登
美
（
青
森
県
・
32
歳
）

伊
調
　
千
春
（
青
森
県
・
31
歳
）

吉
田
沙
保
里
（
三
重
県
・
30
歳
）

伊
調
　
馨
　
（
青
森
県
・
28
歳
）

　３月28日㈭、 市役所で平成24年度十日町市褒賞表彰式が行われ、57人１法人が褒賞を受賞しました。

長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功績が認められたものです。皆さん、おめでとうござ

います。 (敬称略)

平成24年度 十日町市市政功労者表彰 おめでとうございます
●問合せ：企画政策課秘書広報係☎757-3111

十日町市市政功労者表彰

週
に
２
回
、
30
分
以
上
の

　
　
　
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

健
康
と
お
か
ま
ち
21
重
点
目
標
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輝
か
し
い
未
来
へ
「
と
お
か
ま
ち
未
来
暖
議
」

地域と共に歩んだ橘保育園

倉俣んしょの手作り方言かるた完成

縮
問
屋
加
賀
屋
の
古
文
書
は
貴
重
な
文
化
財

3
月
26
日
㈫

：

中
央
公
民
館

３月23日㈯：橘保育園

３月27日㈬：旧十日町農協倉俣支店

3
月
24
日
㈰

：

情
報
館

　市民と公民館職員がお茶を飲みながら

の和やかな雰囲気の中で、地域づくりや

高齢化社会など、十日町の未来へとつな

がる課題を話し合いました。今後、公民

館で開催する講座などに生かす予定で

す。（　 金子又市さん）

　ふるさと歴史文化

講座「江戸呉服問屋

と加賀屋文書」とい

うテーマで公益財団法人三井文庫嘱託研

究員である賀川隆行さんを招いて講座が

開かれました。41人の参加者は、十日

町最大の縮問屋として栄えた加賀屋が残

した資料についての講話を興味深そうに

聞いていました。（　 風間栄光さん）

　昭和48年４月１日に開園した橘保育園が40年の歴史と

ともに閉園することになりました。今年の卒園児８人を含

め、開設以来868人の卒園児を送り出しました。

(　 南雲信二さん)

「
縄
文
の
夜
神
楽
写
真
展
」
開
催
中

3
月
28
日
㈭
�
5
月
18
日
㈯

：

博
物
館　春季企画展として開催されている、写

真家滋澤雅人さんの「縄文遺産写真展」。

縄文火焔型土器などの写真は、実物の2

倍の大きさに引き伸ばされ、趣の異なっ

た妖姿が表現されてます。「うあーでっ

かい。圧倒されてしまった」と鑑賞者は

驚いていました。（　 風間栄光さん）

　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課秘書広報係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ
！

３
月
17
日
㈰

：

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　倉俣いきいきサロンの皆さんが一年かけて

作った方言かるたがお披露目。「はいこんちょ

　遊びにきたぜ　ばっぱいたかの」など、皆さ

んで考えた方言を使った句70首のうち37首に

イラストをつけ、ひとまず完成となりました。

句の中には昔の方言もあり、「小学校など遊び

ながら方言を覚えてほしい」と話していました。

　スキー場30周年を締めくくるイベ

ント「スキーカーニバル」が開催され、

快晴の雪原で家族連れなど約1,000人

が楽しみました。30周年特設会場に

は「ちびっこモービル」や「バナナボー

ト」が用意され、子どもたちに大盛況

でした。

豪
雪
地
帯
に
も
春
の
訪
れ

3
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

：

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

　ほくほく線開業を記念したお祭り「ま

つだい駅まつり」に約3,000人が来場。

雪割草展示即売会会場では、丹精込めて

育てられた雪割草の華やかさが来場者に

春の訪れを告げていました。

「
が
ん
ば
れ
日
本
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
31
日
㈰

：

吉
田
中
学
校
体
育
館

　吉田地域の子どもたちの地域を誇りに

思う心を育てるグループ「南礼会（代表：

佐藤礼子さん）」の主催で開かれた３回

目となる長野北部地震の被災者を支援す

るためのチャリティコンサート。地元グ

ループのギター演奏や、中里芸能協会の

民謡や踊りなど、趣旨に賛同した出演者

の善意で目白押しの催しでした。

（　 金子又市さん）

市
へ
の
思
い
を
素
案
に
詰
め
込
ん
で
提
出

３
月
30
日
㈯

：

ク
ロ
ス
テ
ン

　「十日町市まちづくり基本条例素案」

がこのたび関口市長へ提出されました。

「とおかまち流まちづくりの条例を考え

る会」37人が、平成24年１月から27回

の会議や作業部会で検討を重ね、全市民

説明会などを経て作成したものです。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　第37回十日町きものまつり「きものパレード」の参加者を募集します。いっしょに歩いてイベントを

盛り上げませんか。和装での参加大歓迎です。

５月３日（憲法記念日）午後０時30分～１時30分（予定）※雨天中止

本町６丁目交差点歩行者天国内

新成人といっしょに２丁目広場までパレードします

十日町きものまつり実行委員会（市観光協会内☎757-3345）

区
域
は
危
険
で
す
。
立
ち
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い

　
信
濃
川
発
電
所
（
☎
０
２
５
８

―
82
―
２
７
０
２
）

４
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
※
受
付
は
１
時
～
※
事
前

申
込
み
不
要

ク
ロ
ス
テ
ン

平
成
26
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
の
新
規
卒
業
予

定
者
、
23
年
３
月
以
降
大
学
な

ど
の
卒
業
者
（
卒
業
後
３
年
以

内
の
人
）

十
日
町
市
・
津
南
町
・
近
隣
地

域
の
求
人
企
業
説
明
会
※
参
加

予
定
企
業
は
、
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す

　

履
歴
書

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
・
学
卒

担
当（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

４
月
21
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

市
民
会
館

水
和
会
・
水
落
（
☎
７
５
７
―

０
７
４
０
）

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
午
前

10
時
30
分
～

黄
桜
の
丘
公
園
（
宮
中
）

短
歌
発
表
会
の
後
、
オ
ペ
ラ
歌

手
長
野
安
恒
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い

バ
リ
ト
ン
の
歌
声
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い

高
田
駐
屯
地
︵
上
越
市
︶

創
立
63
周
年
記
念
行
事

ガ
ル
ラ
ボ
in
十
日
町
に

出
店
し
ま
せ
ん
か

　
４
月
21
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～

午
後
３
時

　
県
内
の
技
術
者
が
一
堂
に
会

す
、
女
性
起
業
家
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
を
６
月
に
開
催
。
そ
こ
で
出
店

す
る
市
内
の
技
術
者
を
募
集
し
ま

す
。
年
齢
・
ジ
ャ
ン
ル
不
問
で
、

腕
試
し
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
出
店
者
説
明
会

　
４
月
15
日
㈪
午
前
10
時
～

　
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

ガ
ル
ラ
ボ
で
は
起
業
支
援
の
相

談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

ま
る
っ
と
り
ん
く
ガ
ル
ラ
ボ
in

十
日
町
担
当
（
セ
ラ
ピ
ー
ル
ー

ム
大
和
☎
０
９
０
―
２
９
９
１

―
０
３
１
３
）

日

日

日

日

会

会

会

会

対内 内

内

他

問

問 持

問 問

十
日
町
地
域
「
就
職
フ
ェ
ア
」

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
の
た
め

の
合
同
求
人
・
企
業
説
明
会

第
2₇
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

十
日
町
市
観
光
協
会
中
里
支
部

（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

第
13
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
α
お
さ
ら
い
会

Ｊ
Ｒ
宮
中
取
水
ダ
ム
魚
道
観
察
室

遡
上
す
る
魚
が
見
ら
れ
ま
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踊
公
演

第
３
回
き
ら
ら
会 

春
に
舞
う

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
（
フ
ル
ー
ト
）
＋
α
（
ピ

ア
ノ
ほ
か
）
の
演
奏
会
で
す
。

　
４
月
28
日
㈰
午
後
２
時
～

　
市
民
会
館

　
無
料

●
曲
目
＝
「
放
課
後
の
音
楽
室
」

「
夢
路
よ
り
」「
古
城
」
ほ
か

　
大
渕
（
☎
０
９
０
―
４
０
５
３

―
４
４
５
５
）

￥ 日問 会

平成25年度

十日町市成人式

日

会

問

問

第37回

十日町きものまつり
　きもの産地ならではの春のまつりに、きものを着て参

加しませんか。着付け・昼食付きです。きものを持って

いない人には、十日町のきものを貸し出します。

５月３日（憲法記念日）

きもの持参者：3,000円（着付料・昼食代）

きもの貸出者：5,000円（きもの貸出料・着付料・昼食代）

きもの持参：10人

きもの貸出：女性25人（振袖20人・付下５人)

　　　　　　男性６人

※定員になり次第締め切ります

・　市観光協会（☎757-3345）

　　http://www.tokamachishikankou.jp/

※イベント情報は市報４月25日号に折り込み予定です

日

￥

定

申 問

　きものまつり後のひとときをステージショ

ーや各種アトラクションで華やかに演出しま

す。ぜひご参加ください

５月３日（憲法記念日）

午後４時30分～６時30分

ラポート十日町

男性3,500円、女性2,500円

　未成年者（小学生以上）2,000円

　４月26日㈮※申し込み多数の場合は期限

前に締め切ることがあります

　・　十日町きものまつり実行委員会（市観

光協会内☎757-3345）※未成年者は保護

者同伴で申し込んでください

日

￥

〆

会

申 問

きものの里をきもので歩こう ! きものナイトパーティー

Ｊ
Ｒ
千
手
発
電
所

桜
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

　
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
展

望
広
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

４
月
19
日
㈮
～
５
月
６
日
㈷
午

前
９
時
～
午
後
４
時

Ｊ
Ｒ
千
手
発
電
所

駐
車
場
は
敷
地
内
の
空
い
て
い

る
場
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

●
注
意
�
発
電
所
内
の
立
入
禁
止

日会他

問

きものパレード

５月３日（憲法記念日）午前11時～午後０時15分

クロステン

十日町市出身の新成人　※事前申込み不要

市民吹奏楽団の記念演奏、新成人代表抱負発表、

新成人企画

日

会

内

対

内

　
記
念
式
典
・
訓
練
展
示
・
体
験

試
乗
・
装
備
品
展
示
な
ど
※
４

月
20
日
㈯
午
後
２
時
30
分
か
ら

高
田
公
園
内
司
令
部
通
り
で
市

中
パ
レ
ー
ド
開
催

　
駐
車
場
は
周
辺
観
桜
会
臨
時
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
・
　
高
田
駐
屯
地
（
☎
０
２
５

―
５
２
３
―
５
１
１
７
）

他 会 日

　
一
般
公
開
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

４
月
20
日
㈯
～
11
月
20
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
４
時

信
濃
川
発
電
所
（
☎
０
２
５
８

―
82
―
２
７
０
２
）

問

成人式実行委員会（生涯学習課内☎ 757-8918、　757-5010）t-edu-gakushu@city.tokamachi.lg.jp問 Ｆ

学びながら生きがいづくり・仲間づくり

成人講座の参加者を募集します
※定員を超えた場合は抽選で参加者を決定しま

す。また、申込み者が５人以下のコースは、

中止する場合があります

コース 曜日・時間
開講日
(回数)

定員 参加費 内容（講師）

版　画
第２・４水曜日
午後７時～９時

５月８日㈬
(12月まで

15回)
15人 3,000円

市展出品を目指して、版画を基礎か
ら楽しく学びます。初心者大歓迎で
す。（重野桂二さん）

洋　画
第１・３木曜日
午後７時～９時

５月16日㈭
(通年19回)

20人 4,000円
市展出品を目指して、鉛筆・木炭デ
ッサンから、本格的水彩画・油絵ま
でを学びます。（小林順二さん）

太極拳
入　門

第１・３火曜日
午後７時～８時30分

５月21日㈫
(10月まで

10回)
20人 2,000円

初心者向けの入門講座です。美容と、
健康のため、運動の習慣づけを目指
します。（村山正夫さん）

NEW

※参加費のほか、テキスト代などが別途必要

　４月26日㈮

・　・　各公民館配置の申込書に参加費を添

えて中央公民館（☎757-5011、　757-5010）

会

〆

問

Ｆ

申

日
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庭
で
は
体
験
で
き
な
い
活
動
を
し

て
、
友
達
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

４
月
27
日
㈯
～
26
年
３
月

市
内
の
小
学
４
～
６
年
※
対
象

未
満
の
妹
や
弟
と
い
っ
し
ょ
に

参
加
し
た
い
場
合
は
要
相
談

３
、
０
０
０
円
※
開
校
式
（
４

月
27
日
㈯
午
前
９
時
～
／
中
央

公
民
館
）
で
徴
収
。
開
校
式
に

参
加
で
き
な
い
場
合
も
入
校
可

※
材
料
費
な
ど
別
途
徴
収
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

・
　
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

―
５
０
１
１
、　
７
５
７
―
５

０
１
０
）

４
月
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会

４
月
30
日
㈫
ま
で

生
後
６
か
月
～

１
回
あ
た
り
１
、
５
０
０
円

教
室
内
容
や
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

新
年
度
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
30
日
㈫
ま
で

生
後
６
か
月
～

●
入
会
特
典
＝
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
６
本

【
健
康
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク
】

４
月
17
日
㈬

高
田
公
園
（
上
越
市
）

大
人
20
人

２
、
０
０
０
円

・
　
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３

４
３
）

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

●
コ
ー
ス
＝
①
Ａ
コ
ー
ス
50
㎞

（
津
南
町
～
小
千
谷
市
）、
②
Ｂ

コ
ー
ス
42
㎞
（
中
里
～
小
千
谷

市
）、
③
Ｃ
コ
ー
ス
25
㎞
（
川

西
～
小
千
谷
市
）、
④
Ｄ
コ
ー

ス
23
㎞
（
津
南
町
～
十
日
町

市
）、
⑤
Ｅ
コ
ー
ス
15
㎞
（
十

日
町
市
内
）、
⑥
Ｆ
コ
ー
ス
12

㎞
（
小
千
谷
市
内
）

【
①
・
②
コ
ー
ス
】
大
人
２
、

０
０
０
円
（
当
日
２
、
５
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
１
、
５
０

０
円
（
当
日
１
、
８
０
０
円
）

【
③
・
④
コ
ー
ス
】
大
人
１
、

５
０
０
円
（
当
日
２
、
０
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
１
、
０
０

０
円
（
当
日
１
、
３
０
０
円
）

【
⑤
・
⑥
コ
ー
ス
】
大
人
１
、

０
０
０
円
（
当
日
１
、
５
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

（
当
日
８
０
０
円
）

４
月
24
日
㈬
午
後
５
時
※
郵
送

の
場
合
４
月
19
日
㈮

・
　
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５

２
―
４
３
７
７
）、
川
西
総
合

体
育
館
（
☎
７
６
８
―
２
１
６

７
）、
中
里
公
民
館
（
☎
７
６

３
―
２
４
９
３
）

　
東
京
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

や
善
光
寺
へ
の
飯
山
線
の
旅
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
登
山
な
ど
、
学
校
や
家

　
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ

親
同
士
が
心
お
き
な
く
話
し
合
う

会
で
す
。
月
例
会
日
時
の
変
更
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
人
で
悩
ま

ず
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。毎

月
第
３
土
曜
日
午
後
１
時
～

４
時
30
分

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

初
参
加
無
料
。
２
回
目
以
降
一

般
１
、
０
０
０
円
、
会
員
５
０

０
円
※
入
会
金
３
、０
０
０
円
、

年
会
費
３
、
０
０
０
円

秋
桜
の
会
・
片
桐
（
☎
０
９
０

｜

８
０
０
６

｜

５
７
９
３
）

ひ
き
こ
も
り
自
立
支
援

Ｋ
Ｈ
Ｊ
に
い
が
た
「
秋コ

ス
モ
ス桜
の
会
」

参
加
者
募
集

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

第
26
回
信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク

第
９
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日会￥問

難病などの人たちも障がい福祉サービスを
利用できるようになりました

【対象になる人】

　難病など130疾病による障がいがある人

【利用できるサービス】

　相談の上で必要と認められたサービスが利用

できます。サービスの内容により基準や必要な

手続きがあります。主なサービスは次のとおり

です

○障がい児・障がい者

　　障がい福祉サービス（ホームヘルプサービ

スなど）・相談支援・補装具・地域生活支援

事業など

○障がい児

　　障がい児通所支援・障がい児入所支援

【利用方法】

　相談支援事業所または市に相談してくださ

い。

【相談支援事業所】

・障がい者地域生活支援センターあおぞら

　（塚原町）　☎752-4444

・障がい者地域生活支援センターエンゼル妻有

（本町２）　☎750-7180

　福祉課障がい福祉係　☎757-3782問

日対￥

問

申

Ｆ

ま
す
。

●
め
ざ
せ
！
と
し
ょ
か
ん
隊
員

　
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
図
書
館
を

知
り
尽
く
し
た
「
と
し
ょ
か
ん
隊

員
」に
な
ろ
う
。
本
を
借
り
た
り
、

ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
す
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。「
と
し
ょ

か
ん
隊
員
」
に
な
る
と
、
す
て
き

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

●
１
、
２
の
３
さ
つ

　
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
３
冊
を
セ
ッ

ト
に
し
た
本
の
福
袋
を
貸
し
出
し

ま
す
。
テ
ー
マ
と
１
冊
目
の
表
紙

だ
け
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
の
２
冊
は
借
り
て
の

お
楽
し
み
で
す
。

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
中
の
情
報

館
で
の
お
は
な
し
会

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
ス
ペ
シ
ャ
ル

５
月
12
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
、
午
後
２
時
～
３
時

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ

４
月
27
日
㈯
、
５
月
４
日
（
み

ど
り
の
日
）、
５
月
11
日
㈯
午

前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
「
た
ま
て
ば
こ
」

５
月
９
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

　
い
ず
れ
も
無
料

　
・
　
情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５

１
０
０
）

日日

　
４
月
23
日
㈫
の
「
子
ど
も
読
書

の
日
」
か
ら
５
月
12
日
㈰
は
第
55

回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　
情
報
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

読
書
を
勧
め
る
た
め
の
特
別
企
画

を
い
く
つ
か
用
意
し
ま
し
た
。
こ

ど
も
の
読
書
週
間
を
き
っ
か
け

に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
本
に
親
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
図
書

　
今
年
の
標
語「
大
き
く
な
あ
れ
」

に
ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と

体
の
成
長
に
役
立
つ
本
を
紹
介
し

会

問

申

問

日￥

日￥〆

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

　
５
月
19
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～

　
市
総
合
体
育
館

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
４
月
１

日
現
在
満
18
歳
以
上
の
人
（
学

生
不
可
）

　
１
チ
ー
ム
２
、
５
０
０
円

　
女
性
の
部
、
男
女
混
合
の
部
　

　
５
月
１
日
㈬

　
参
加
費
を
添
え
て
市
総
合
体
育

館
日対￥内 会問 申 〆

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

日日

日会

対対

対

￥

￥

他

問

申

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
市
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
準

ず
る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由
の
た

め
に
就
学
す
る
の
が
困
難
な
児

童
・
生
徒
に
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
各
学
校

を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
総
務
課
庶
務
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
８
）
ま
た
は
在
籍

す
る
市
立
学
校

　
町
内
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

５
月
31
日
㈮

設
置
費
と
維
持
管
理
費
は
町
内

負
担
で
す

・
　
防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
現
物
支

給
し
ま
す

問

問 申 〆他

４
１
―
６
０
５
（
予
約
不
要
）

新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

４
月
15
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後

４
時

新
潟
県
弁
護
士
会
館（
新
潟
市
）

高
齢
者
本
人
や
、
そ
の
家
族
か

ら
の
本
人
に
関
す
る
法
律
相
談

●
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
―
０

日内問 会 「
遺
言
の
日
」
記
念
行
事

高
齢
者
の
た
め
の

全
国
一
斉
無
料
電
話
相
談

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

千
年
の
湯
臨
時
休
館

　
定
期
点
検
の
た
め
、
４
月
25
日

㈭
・
26
日
㈮
は
休
館
し
ま
す
。

　
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８
―
２
９
８
８
）

問

25
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
の
お
知
ら
せ

　
銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登

録
審
査
が
必
要
で
す
。

　
４
月
19
日
・
６
月
14
日
・
８
月

16
日
・
10
月
11
日
・
11
月
15
日
・

26
年
１
月
17
日
・
２
月
21
日
の

㈮
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

　
４
・
８
・
11
・
１
月
は
県
庁
、
６
・

10
・
２
月
は
長
岡
地
域
振
興
局

　
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類
、
②
銃
砲
刀
剣
類
発

見
届
、
③
手
数
料
（
１
件
あ
た

り
県
収
入
証
紙
６
、３
０
０
円
）

　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６

１
９
）

問 持 会 日

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ

ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ト
（
飯
田
橋
）
及
び
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
丸
の
内
で「
新
潟
県
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
ホ
テ
ル
内
の
飲
食

店
で
当
市
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

が
多
数
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
地
酒

な
ど
も
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
当
市
の
和
装
小
物
や
妻
有

焼
、
伊
沢
和
紙
な
ど
も
展
示
さ
れ

ま
す
。
都
内
に
お
出
か
け
の
際
は

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
友
人
・

知
人
に
も
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。 市

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
！

都
内
ホ
テ
ル
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

４
月
15
日
㈪
～
６
月
15
日
㈯

産
業
政
策
課
営
業
戦
略
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
３
９
）

問 日

　４月から障害者統合支援法が施行され、障がい者の範囲に難病などの人が加わりました。

※詳細は、窓口または市ホームページで確認してください
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▼
今
年
度
か
ら
市
報
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
︵
樹
︶
で
す
�
カ
メ
ラ
を
片

手
に
市
内
の
隅
々
ま
で
�
旬
な
素
材
の
取

材
に
出
か
け
る
の
が
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
す
が
�
反
面
�
市
報
の
担
当
は
27

年
目
に
し
て
初
め
て
の
経
験
で
す
の
で
不

安
も
い
�
ぱ
い
で
す
�
ご
近
所
で
取
材
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
ら
�
お
気
軽

に
「
方
言
」
で
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
�

▼
皆
様
の
思
い
な
ど
写
真
や
記
事
を
通
し

て
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
�

▼
今
年
度
も
松
代
地
域
の
広
報
は
︵
古
︶

が
担
当
し
ま
す
�
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
�

▼
ト
ピ
�
ク
ス
に
掲
載
し
て
い
る
「
ま
つ

だ
い
駅
ま
つ
り
」
で
は
�
つ
き
た
て
の
お

餅
の
無
料
サ
�
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
�
餅
つ

き
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
る
と
�
な
ぜ
か

私
も
つ
か
さ
れ
る
は
め
に
�
普
段
全
く
鍛

え
て
い
な
い
私
は
も
ち
ろ
ん
筋
肉
痛
に
な

り
ま
し
た
�
で
す
が
�「
よ
い
し
�
！
」

の
声
に
合
わ
せ
て
行
う
餅
つ
き
は
�
普
段

な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
の
で
と
て
も
楽

し
か
�
た
で
す
�

▼
今
年
は
花
粉
症
が
ひ
ど
く
�
い
つ
も
鼻

を
か
ん
で
い
ま
す
�
昨
年
こ
ち
ら
で
「
花

粉
症
が
軽
く
な
�
た
」
と
お
話
し
し
た
た

め
�
花
粉
が
頑
張
�
た
の
で
し
�
う
か
�

こ
の
ま
ま
薬
を
服

用
し
な
い
で
乗
り

切
れ
る
か
が
心
配

で
す
�

　自宅にはよく県外に住んでいる孫たちが家族で

訪れます。「疲れるけどにぎやかだから楽しみ」

と笑顔のセツさん。今の目標はやしゃごを見るこ

とです。普段からよく歩くセツさんは、今年、娘

夫婦からもらったお年玉で足腰を鍛える運動器具

を購入し、家族を驚かせました。春になったら弟

の住む横浜に行くのを楽しみにしています。

霜垣　セツさん（麻畑・88歳）

我が家のイクメン☆カジダン募集中！家事育児に取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係☎757-3112

わが
家の

わが
家の

　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメンズ
（男性）、「カジダン」とは家事に積極的な男性
のことです。そんな我が家自慢のイクメン・
カジダンを紹介します。

⑬

パ
パ

：

山
田
勝
也
さ
ん
︵
清
田
山
・
33
歳
︶

パ
パ

：

吉
楽
孝
義
さ
ん
︵
上
山
・
39
歳
︶

　仕事から帰って疲れていても、嫌な顔せ
ずに子どもたちの世話をしてくれるパパ。
毎日すごく助かっています。優しくておも
しろいパパがみんな大好きです。（ママより）

　パパは子どもたちと精神年齢がいっしょ
（？）でいつも仲良く遊んでくれます。パパ
また高い高いしてね！（ママより）

わがん あいご

8

元気なお年寄りを紹介し、健康の秘けつなどをうかがいます。
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　まとまりの良さを生かして、立案から実施まで行います。新成人のパワーで
まちを盛り上げようと張り切ります。

ウェブサイト　http://tokamachi2013.wix.com/seijinshiki

facebookページ　http://www.facebook.com/tkmc2013

　ホームページとFacebook
ページも作成。新成人のみな
らず多くの人に参加してもら
い、楽しんでもらえるよう
PRしています。

　関東で行われた全体会。こ
のほかに、月１回のリーダー
会と、２週間に１回の各イベ
ント部会で、開催に向けて議
論しながら計画しています。

　
新
成
人
が
中
心
と
な
�
て
、
成
人
式
の
開
催
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
平
成
25
年
度

十
日
町
市
成
人
式
実
行
委
員
会
�今
年
は
同
日
開
催
の
き
も
の
ま
つ
り
と
も
連
携
し
て
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
と
、
式
場
の
ク
ロ
ス
テ
ン
に
加
え
て
、
本
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　
◆
問
合
せ

：

事
務
局
︵
生
涯
学
習
課
内
︶
☎
７
５
７

�

８
９
１
８

自
ら
の
企
画
で
式
と
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る

平
成
25
年
度
十
日
町
市
成
人
式
実
行
委
員
会

市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

　「
先
輩
の
成
人
式
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
た
と
き
、
自
分
た
ち
の
成
人

式
は
、
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
き
っ
か
け
を
話
す
代
表

の
岡
村
健
さ
ん（
東
京
都
在
住
・
20
歳
）。

同
級
生
な
ど
仲
間
に
声
を
か
け
、
現
在

は
約
40
人
で
成
人
式
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
思
い
出
の
写
真
の
映
写

や
抱
負
を
伝
え
る
場
を
設
定
。
式
後
に

は
、
参
加
者
有
志
で
本
町
通
り
を
パ

レ
ー
ド
し
た
後
、
２
丁
目
で
着
物
コ
レ

ク
シ
�
ン
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　「
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

プ
ロ
セ
ス
を
描
く
こ
と
や
、
予
算
と
の

兼
ね
合
い
が
企
画
の
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
で
も
違
う
方
法
を
考
え
る
な
ど
実

現
に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」と
岡
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「
東
京
に
出
て
か
ら
地
元
の
良
さ
と

地
域
へ
の
感
謝
を
感
じ
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
全
員
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。
成
人
式
の
企
画
が
少
し
で
も
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
し
、
地
元
に
恩
返
し
す
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
意
気
込

み
ま
す
。

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４
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日向野　涼
すず

香
か

さん（３年）

　十日町おおまつりのおみこしがつ

なひきみたいに見えました。ストロー

をうごかすと、おみこしを引く人がう

ごきます。ていねいに作りました。

　

お
ま
つ
り
の
な
が
し

小林　颯
さや

香
か

さん（４年）

　足の速い馬と女の子が、いろんなところ
へ旅をしていることを想像しました。馬が
走っている様子や、女の子が馬に乗ってい
る様子を表せるように工夫しました。

　

足
の
速
い
馬

葉葺　太
たい

洋
よう

さん（５年）

　家族でシュノーケリングを楽しん
できました。海の中はカラフルな魚
たちでいっぱいでした。海の色を作
るのがむずかしかったです。

　

パ
ラ
オ
の
海
で
泳
い
だ
よ

ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭

遠田　海
み

佳
か

さん（６年）

　お父さんトキがみみずを取ってき

て、赤ちゃんにあげているところです。

工夫したところは、ビニール紐をトキ

の羽に見立てたところです。

　

ト
キ
２
世
誕
生

ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭

竹内　理
り

乃
の

さん（６年）
　広い空に、金と銀の鳥が大きな虹に向かってはばたいているところです。私もこの鳥たちのように、夢に向かってはばたいていきたいと思います。

　

夢
に
は
ば
た
く
鳥
た
ち

■ 人　口  58,396人（－313）  男  28,403人（－165）  女  29,993人（－148）
■ 世帯数  20,087世帯（－42） ３月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

　

ぼ
く
は
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
生
き

も
の
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
に
は
、
と
ん
ぼ
が
い
っ
ぱ
い

い
ま
し
た
。
た
の
し
そ
う
に
つ
か
ま

え
る
と
こ
ろ
が
う
ま
く
か
け
ま
し
た
。

とんぼがいっぱい

太
田
　
拓た
く

大と

さ
ん
（
２
年
）
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